
 

 

議員とカダる会（議会報告会・意見交換会）報告書 

開 催 日 時  令和８年５月 16日（土） 13時 00分～14時 50分 

開 催 場 所  市役所本庁舎サードプレイス 

会 場 責任 者  関 貴光 

記 録 者  小熊ひと美、万徳なお子 

出 席 議 員  
関 貴光、山本 武朝、小熊 ひと美、山田 千里、万徳 なお子、    

木村 淳司、竹山 美虎、小豆畑 緑 

参 加 者 数  16人 

報 告 内 容  令和８年第１回青森市議会定例会の主な出来事について 

意見交換内容 

（意見の要旨） 

 

 

 

 

 

  

テーマ：鳥獣被害について 

青森市内でも熊が出没し、大変な問題となっている。専門家の話を聞

きながら、市民と共に対策を考える 

 

講師 横浜 眞一氏（十和田山岳振興協会・山岳ガイド） 

 高渕 英夫氏（東北巨木調査研究会） 

 林 健司氏（ＨＡＹＡＳＨＩＦＡＲＭ 農家） 

 笹森 耕二氏（青森自然誌研究会） 

 

【講師の説明内容】 

〇横浜氏（十和田山岳振興協会・山岳ガイド） 

現在、十和田山岳振興協議会の事務局であり、以前は青森県の観光ア

ドバイザーをやっていた。 

ツキノワグマの観光への影響が大きい。青森県の観光産業は大体約20

億円規模。ツキノワグマによる一昨年の入山規制では、この経済循環も

消えた。入山規制は、観光面からも見ていかなければならない。 

京都大学のフィールド科学教育研究センター発行「森里海連環学」や

東京農大の地域環境科学部作成の「クマ類の保護、管理の基本、ゾーニ

ングの管理と出没作用」では、開発による山の変化で、動物は山から下

がって来るとしている。 

今、市内では駒込ダムの造成で一昨年からダンプの往来や発破をかけ

ており、それも影響している可能性がある。 

八甲田山の噴火、十和田湖も騒がれているが、野生動物は敏感になっ

て里に下りてきているなど、いろいろな要素を考えていく必要がある。 

 

〇高渕氏（東北巨木調査研究会） 

十和田市で活動。巨木調査研究会の代表、八甲田の登山道整備の理事。

2003年から所有する山に８台のカメラを設置して野生生物の観察をし

て、フェイスブックで発信を続けている。 

青森県の熊は柿を食べない。2019年から７年間、動物を24時間毎日撮

影してこれに気づいた。他県では柿を食べるが、青森では栗を食べて冬



 

 

眠する。 

皆さんに伝えたいことの一つ目は、熊に襲われそうになったら熊が立

ち上がる前に、自分から反対側に倒れて死んだフリをする。先人たちの

教えであり、熊の興奮が収まるまで待つということ。 

二つ目は、今生きている熊は、全個体とも子殺しを生き抜いてきてい

るということ。雌を追いかけて子熊を殺そうとしている雄熊も、小さい

時には自分もなんとかそこから逃げ延びてきている。熊が人間を襲うの

は、そういう恐怖体験の中からの行動。 

 

〇林氏（ＨＡＹＡＳＨＩＦＡＲＭ 農家） 

小牧野遺跡からさらに１キロ山に入った農園で栗を栽培している。 

今、映している映像は、去年箱わなを仕掛けたときのもの。母熊が箱

わなに入って、子熊が外でうろうろしている。結局母熊は駆除されて、

子熊は逃げてしまった。カメラを５台ぐらい仕掛けているが、今までこ

んなにたくさん熊が来たことはなかった。最初はカメラに夜中しか映っ

ていなかったが、10月に入ってからは日中も熊などが集まってきて、今

年も春から来ていた。 

山にどんぐりが不作だと、うちの山に食べにくる。３年前ぐらい前か

ら熊だけでなく、イノシシも来るようになって、熊とイノシシで栗を１

トン食われた。おととしは２トン出荷があったが、去年は１トンしか出

荷できなかった。 

草で死角になって、熊が隠れそうな場所がいっぱいある。クラクショ

ンとか爆竹を鳴らして栗の収穫作業をしているが、恐怖と隣り合わせと

いう感じだ。何十年もやっていて日中は出ないと思っていたが、今後は

どうやって付き合っていくかが課題。今は食害だけで人的被害は出てな

いが、熊対策を勉強していきたい。 

 

〇笹森氏（青森自然誌研究会） 

10年前から野生動物を調査している。 

 

（熊の生態） 

熊に対する誤った認識がある。今出てきている熊はほとんどが若い熊。

親から独立して居場所を探して行動するうちに街中に出てきてしまっ

て、騒がれてパニックになり、身を守るために攻撃というパターン。本

来、熊は草食。ツキノワグマが人を食べるために襲うことはない。 

八甲田の山も、昭和30年代までは薪をとるため、はげ山が多かった。

1950年代から60年代に森林が回復し、住宅地にまで迫った。昔は草地だ

った場所が、今は樹木で覆われて周囲が見えない。 

（クマの生息域の拡大） 

山裾から住宅地まで鬱蒼とした森林となり、熊は食物を求めて広く行

動。熊の食べ物は奥山より低山地に多い。山に食べ物がないから下りて

くるというのは間違い。どんぐりの不作の年でも熊の脂肪量は充分にあ



 

 

る。リンゴ、柿、栗、ブドウなどの果樹やスイカなどは匂いに惹かれて

くる。１度食べると同じ場所に毎年食べにくる。 

出没や駆除の場所は、ほとんどは熊の生息地である森林。例外として

果樹園や畑作地での食害。住宅地や市街地に出るのは、迷い出た子熊。 

 

（今後の対策） 

・収穫しない柿や栗は伐採する。あるいは所有者が収穫まで責任をもつ。 

・果樹、野菜などには電気柵を設置する、熊の通路に有刺鉄線を張る。 

・生ごみを外に放置しない。 

 

【意見交換】 

・行政にクマの実態調査をお願いしたい。里山に熊が出るようになった

のはなぜなのかを調査して正しい情報を広めてほしい。 

・これまで問題なくきたのに、なぜ今クマが下りてくる状況になったの

か、中・長期的に考えていくべき。 

・特別保護区での山菜採りは禁止してほしい。酸ヶ湯が境目。採ってい

い場所といけない場所をしっかり区別すること。クマもタケノコのお

いしい場所に集まってくる。 

・八甲田に犬を連れてくる人がいる。環境省では禁止している。犬の声

に熊が反応して危険。 

・山菜採りと登山者を区別して規制してほしい。 

・佐井村の牛滝地区ではツキノワグマと共存している。ただ射殺するの

ではなく、識別番号をつけて調査をしてほしい。 

・市は農家への電気柵や有刺鉄線などの補助金を支援するよう、国に働

きかけてほしい。 

・山菜採りの人の中で、弁当の食べがらを捨てていく人がいる。熊がそ

れに慣れると、次は人のリュックを襲うようになる。 

・電気柵は12ボルトで有効。養蜂家は弱電のスタンガンを使用している。 

・電気柵は市の予算がついている。 

・山の中に餌場を作る案はどうか。 

・やらないほうがいい。餌場を作ると熊が増える。いいことかどうか。

生き物は今の山の環境に合った数で生息している。猿は津軽半島で駆

除したあと、少数の群れが増えた。人間の力で変な対応をするとまず

いことになる。 

記録者所見 鳥獣対策のうち、大変な問題となっている熊の出没について、生態か

ら対策、熊に遭った時の対応まで、専門家からの大変貴重なアドバイス

がいただけた。市民と議員が一緒のテーブルで情報を共有できたことは

有意義であった。 

リアルタイムの問題ということで、市民 16人が参加し、用意したテー

ブルが埋まり、関心の高さが伺えた。 

 

 



 

 

 

青森市議会議長 様                      

 令和８年５月 25日 

  上記のとおり報告いたします。 

 

会場責任者 民生環境常任委員長 関 貴光   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 


